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戦     評 

 富山第一は１－３－１のゾーン、桜井はマンツーマンディフェンスでスタート。先制は、 

富山第一。連続得点するものの、ファウルが続く。桜井はフリースローなどで応戦するが 

第一の＃１８のリバウンドシュートやスチールなどで点差を広げる。第１Ｑ、２１対１５。 

第２Ｑは、両チームともマンツーマンでスタートするが、シュートが決まらず、点数が動か 

ない。桜井の＃６が第一の＃１８からオフェンスファウルを奪ったり、ゾーンプレスを仕掛 

けたり、ディフェンスで流れを引き寄せるが、シュートがリングに嫌われ、なかなか得点 

出来ない。第一は、リバウンドからの速攻で、着実に点数を重ねる。緊張からか両チーム 

ともミドルシュートが落ち、ローススコアの展開で前半を終える。３８対２６で第一リード。 

第３Ｑは、第一がマンツーマン、桜井が１－２－２のゾーンでスタートする。第一の＃１８ 

のダンクシュートで得点するものの、すかさず桜井の＃５が速攻で入れ返す。第一は、ゾー 

ンに攻めあぐみ、カットから速攻を許す。また、プレスに対してもパスミスが目立ち、初の 

タイムアウトを取る。その後は、お互い３Ｐやジャンプシュートが決まり出し、５６対３５。 

第４Ｑ、桜井はプレスディフェンスを強めるが、第一の＃１３が巧みなドリブルでかわし、 

ドライブから点数を奪う。結局、第一の＃１８は３本のダンクシュートを含む３７得点で、 

ブロック・リバウンドなど大活躍であった。富山第一が７３対４９で見事栄冠をつかんだ。 
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